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富士川水系の特徴と課題

● 急流河川における治水対策
・洪水エネルギーが大きく、局所洗掘による被害
・土砂堆積による天井川であり、破堤すると大きな被害
・伝統的治水工法の活用・保全
・総合的な土砂管理

水利用水利用水利用水利用●
・急流河川を利用した水路式発電
・扇状地河川の伏没現象と水利用実態の調査、解明

河川環境河川環境河川環境河川環境●
・富士山と南アルプスにいだかれた清流河川。

・急流のため大量の土砂移動に伴い、河床変動が大きい

・鮎など河川に生息する魚類等が河口から上流まで広く分布

している。
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上下流に分かれた資産集中地域 

人口、資産が集中する区域は甲府市と富士市の2ヶ所に

分かれ、その間は峡谷部でつながれている。 

 

急流河川であり、洪水エネルギーが
大きく、局所洗掘による被害が生じ
た。 
・平均河床勾配 1/240（直轄管理区間）の急流河川であ

り、昭和57年8月洪水では大きな被害があった。 

・死傷者35人、家屋全半壊流出46 戸、浸水戸数1,112

戸、浸水面積4,243ha 
 
急流河川特有の伝統的治水工法の活
用・保全 
・ 水制、聖牛、霞堤等の伝統的治水工法が数多く残り、
今も機能している。 

 
土砂堆積による天井川であり、破堤
すると大きな被害 
・ 計画規模の降雨時における破堤により、甲府盆地部
で想定される被害として、浸水面積約 102km2、被害

人口約17万7 千人、被害戸数約6万2千戸、被害額

約4 兆円となっている。 

 

山間狭隘部の治水対策 

・ 昭和57年8月洪水で被害発生 

  ６地区、103戸、13.1ha が浸水 

・ 宅地の嵩上げ等による対策を実施 

 

・  

山間狭隘部で浸水被害が発生した。 主要市街地は 2 ヶ所に分かれ、その間は峡谷部

でつながれている。日本有数の急流河川だが甲府

盆地でやや緩やかとなっている。 

甲府盆地では天井川になっている。 

昭和57年洪水では堤防侵食など大災害が生じ

た。 

洪水エネルギーは大きく、局所洗掘によりＪＲ 

富士川鉄橋が流失した。 地形を巧みに活用した伝統工法 

信玄堤 

高岩 

御勅使川 釜無川 

聖牛（ひじりうし・せいぎゅう）

昭和57年8月災害・鰍沢町船場地先 
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総合土砂管理 
 
        

 
 
 

 

総合土砂管理 
 
脆弱な地質 
・流域の西側を糸魚川・静岡構造線が走り、山地の地質
は脆弱で流出土砂が多いことから、砂防事業を実施し
ている。 
・昭和５７年洪水では、大規模な河床洗掘により長野県
と山梨県の県境付近にミニ・グランドキャニオンが出
現した。 
 

天井川と局所洗掘 
・崩壊土砂が河道に流出し、甲府盆地及び河口部で天井
川を形成している。 
 
海岸浸食 
・砂防事業により土砂流出が抑えられている反面、河口
部では海岸浸食の問題も発生している。 
・海岸浸食、天井川、局所洗掘対策のため水系一環の土
砂管理が必要。 
 
 

 

流出土砂が多く、河床が上昇し橋梁が埋没した。（早川） 

海岸浸食（平成8 年）：富士海岸（蒲原） （赤色の破線は昭和22 年の海岸線）最大340m後退している。 

脆弱な地質 富士川上流部での砂防事業 

（支川小武川大棚沢） 
七面山では山地崩壊が甚だしい。 

七面山 

昭和５７年洪水で突如出現したミニ・グランドキャニオン 
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整備された四ヶ郷堰の右岸魚道も流れ
が速く、魚類の遡上に影響を与えている
ことが予想される。 

堰に魚道は設置されてお
らず、魚類が遡上できない
箇所もある。 

富士川における堰・床固工等の１６箇所の横断施設 

富士川の環境概念図

石河原

洪水

洪水

樹木が繁茂

石河原に適した植物

富士川の現在の状況

富士川と富士山をみる下流部の雄大な河川景観 

雄大な南アルプス甲斐駒ケ岳と富士川 
早瀬と淵のある多様な流れの釜無川 
―釜無川信玄堤付近― 

中 流 上 流 

下 流 

～富士山と南アルプスにいだかれた清流河川～ [[[[特徴特徴特徴特徴]]]]    
    
富士山と南アルプスにいだかれた富士山と南アルプスにいだかれた富士山と南アルプスにいだかれた富士山と南アルプスにいだかれた
清流河川清流河川清流河川清流河川    
・富士川上流部の釜無川と笛吹川は、早瀬と淵のあ
る多様な流れと砂礫の河床からなり、アユ、カジ
カ、カワヨシノボリなど砂礫河床を産卵場、生息
場とする魚類等が生息する良好な自然環境を有
している。 
・富士川中流部の谷部蛇行空間では、広大な砂礫の
河原が見られ、多種多様な動植物が生育生息する
良好な自然環境を有している。 
・富士川下流部は、都市部を貫流する扇状地河川
である。整備が進んだ広大な高水敷と砂州が顕
著な列状をなす低水路は、水量が少ないながら
も多種多様な動植物が生育・生息する環境を有
している。 

 
急流河川による大量の土砂移動に急流河川による大量の土砂移動に急流河川による大量の土砂移動に急流河川による大量の土砂移動に
伴い、河床変動伴い、河床変動伴い、河床変動伴い、河床変動が大きいが大きいが大きいが大きい    
・澪筋が固定せず、多列砂州が生じており、砂礫河
原が主体をなしている。 
・洗掘や堆積を繰り返している。 
・サイクル的なダイナミズムによる動植物の生育 
 、生息空間を創出している。 
 
鮎など河川に生息する魚類等が鮎など河川に生息する魚類等が鮎など河川に生息する魚類等が鮎など河川に生息する魚類等が河河河河
口から上流まで広く分布している口から上流まで広く分布している口から上流まで広く分布している口から上流まで広く分布している
・急流河川富士川では、河床の安定を図る床固工
や取水堰、自然の落差などが河口から上流まで
点在している。また、富士川は、鮎などの河川
に生息する魚類等が河口部から上流釜無川や笛
吹川まで広く分布している。 

 
 
[[[[課題課題課題課題]]]]    
    
流れの連続性を確保した魚類の遡流れの連続性を確保した魚類の遡流れの連続性を確保した魚類の遡流れの連続性を確保した魚類の遡
上降下しやすい上降下しやすい上降下しやすい上降下しやすい川づくり川づくり川づくり川づくり 
・堰、床固工等が魚類等の移動を阻害している箇所
が見られる。堰、床固工等において流れの連続性
を確保し、魚類が遡上降下しやすい川づくりが必
要である。 

魚道有り 魚道無し 床固工等 



富士川水系の特徴と課題

利　　水

・釜無川では渇水時に一部の区間で伏没による瀬切れが生じている・甲府盆地の工業用水・水道用水は
　地下水利用が多い

・甲府盆地の地下水流動は、釜無川筋から
　笛吹川筋へ流動している。

・直轄管理区間における農業用水は慣行水利権が多い ・富士川水系の河川水は発電利用が多い

・下流部では最大７５m3/sが富士川に戻らない

[特徴]
扇状地の水利用

・扇状地（甲府盆地）の水利用は地下水に大きく依存し、河川

　水は地下水の供給源となっている。

・扇状地を流れる釜無川は伏流が多く、渇水時には一部区間で

　瀬切れが生じる場合もある。

・河川からの取水は取水実態が不明な慣行水利権（農業用水）

　が多い。

急流河川を利用した水路式発電

・富士川の河川水は急流河川を利用し、水路式発電に広く利用

　されている。

・富士川下流部では最大75m3／sの発電取水が富士川に環流さ

  れず、直接海域（駿河湾）に放流され、富士川下流部の河川

  流量が少ない状況にある。

[課題]
扇状地河川の伏没現象と水利用実態の調
査、解明

・地下水利用実態の調査、解明が必要である。

・扇状地河川の伏没現象と地下水との関連の調査、解明が必要

　である。

・河川の慣行水利権（農業用水）について調査、解明が必要で

　ある。

富士川が有すべき本来の河川水量の調
査、解明

・富士川の水利用実態と富士川が有すべき本来の河川環境、景

　観等について調査、解明を図ったうえでの正常流量設定が必

　要である。

出典)平成１２年度　工業統計調査報告書

平成6年8月渇水時の釜無川の瀬切れ状況
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※１　上図は本川及び笛吹川の直轄管理区間から取水してい
　　　る水利権（かんがい面積）の集計
※２　出展は平成１３年３月時点の水利権資料



●基本高水のピーク流量と計画高水流量

基準地点及び基本高水のピーク流量

北松野（きたまつの ：１６,６００m /s） 3

清水端（しみずばた ： ８,８００m /s） 3

検証

①流量確率評価から、

北松野：１６,２００m /s～２１,０００m /s3 3

清水端： ６,８００m /s～ ９,２００m /s3 3

②既往洪水の実績から、

北松野：約１７,０００m /s3

清水端：約 ９,０００m /s3

以上から現計画を踏襲

計画高水流量

北松野：１６,６００m /s3

清水端： ８,８００m /s3

●正常流量

河川及び流域における諸調査を踏まえ、水循環機構の実態を

明らかにした上で決定する。


